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～第33回桧原湖一周ファミリーサイクリング大会開催～
～今月の主な内容～
P3 磐梯山開き 　P4 北塩原村 村の歌完成　P8 健康通信　P10 お知らせ
P12 ジオパーク通信・自然コラム
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きたしおばらトピックス

磐梯山開きに今年も多くの登山者が集まる5月２５日（日）

磐梯山ジオアート贈呈される５月２７日（火）

杉並物産展で北塩原村をＰＲ５月２８日（水）～２９日（木）

▲湖岸の風を感じながら走るのが醍醐味

▲地元の味で参加者をおもてなし▲走り終わった後は家族揃ってピクニック

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

　
天
気
、
気
温
共
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
日
和
と
な
っ
た
５
月
25
日

（
日
）、
桧
原
湖
で「
第
33
回
桧
原
湖

一
周
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
休
暇
村
裏
磐
梯
多
目
的
広
場
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し
て
、
湖

を
左
回
り
に
、
早
稲
沢
、
金
山
、
桧

原
の
各
集
落
を
抜
け
て
、
南
に

ル
ー
ト
を
辿
り
、
京
ヶ
森
か
ら
東

に
進
路
を
変
え
る
全
長
32
k
m
の

コ
ー
ス
を
過
去
最
多
と
な
る
1
，

3
5
6
人
の
参
加
者
が
、
各
地
区

の
景
色
を
笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら

走
り
ま
し
た
。

　
休
暇
村
裏
磐
梯
多
目
的
広
場
に

は
村
商
工
会
青
年
部
、
婦
人
部
の

他
、
復
興
へ
の
後
押
し
と
し
て
な

み
え
焼
き
そ
ば
の
模
擬
店
が
出
展

し
、
参
加
者
は
レ
ー
ス
後
の
豚
汁

を
片
手
に
ご
当
地
グ
ル
メ
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

　
裏
磐
梯
に
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ

る「
桧
原
湖
一
周
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ

ク
リ
ン
グ
大
会
」を
皮
切
り
に
、
登

山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
本
格
化
し
、

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
み
な

さ
ん
も
来
年
は
、
参
加
者
と
し
て
、

ま
た
沿
道
で
の
応
援
に
桧
原
湖
へ

足
を
運
ん
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

～第33回桧原湖一周ファミリーサイクリング大会開催～

　北塩原村、磐梯町、猪苗代町の三町村などで構

成する磐梯山ジオパーク協議会に、このほど北海

道地図株式会社が製作した同パークの範囲を上空

から眺めた鳥瞰図「ジオアート」が贈呈されました。

今後は、出前授業や観光ＰＲで活用し、協議会が一

体となり魅力を発信してまいります。

　宝の山「磐梯山」の山開きが行われ、約３，５００人

の登山者が山頂を目指しました。

　弘法清水では青空郵便局が開局され、登山者は

この思い出を記念はがきにしたためていました。

　当日の山頂付近は霧がかかった状態でしたが、時

折晴れ間ものぞき、桧原湖や猪苗代湖などの絶景

を望むことができ、雄大な自然を満喫しました。

▲地図で裏磐梯を一望

▲山頂で喜びに浸る

▲新鮮野菜は大盛況 ▲写真でも裏磐梯をPR

　まるごと保養地協定を締結している東京都杉並区において「初
夏の観光物産展」を杉並区役所前広場で開催しました。
　アスパラガスや山菜などの採れたて新鮮野菜をはじめ、会津山
塩や花豆などの特産品を販売しました。大勢のお客様にお越しい
ただき、北塩原村のおいしさや安全性をＰＲしてきました。

　また、２９日は同区役所ロビーにて「裏磐梯写真展」を開催しま
した。四季折々の美しい裏磐梯の風景や花、鳥の写真を展示し、
多くの区民が足を止めて観賞していました。
　今後さらに、杉並区をはじめ、首都圏の方々に北塩原村「裏磐
梯」を広くＰＲしていきます。
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▲左から小椋佳さん、小椋村長。村長から村歌創作の御礼を述べたほか、７月の来村を依頼▲書きおろした譜面

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
裏

磐
梯
観
光
大
使
を
務
め
る「
小
椋

佳
」さ
ん
の
創
作
に
よ
る
村
歌「
北

塩
原
村 

村
の
歌
」が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
29
年
に
北
塩
原
村
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
、本
年
で
60
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、今
日
の
村
を

築
い
た
先
人
に
感
謝
す
る
と
も
に
、

郷
土
愛
や
村
民
等
の
一
体
感
を
育

み
な
が
ら
、魅
力
あ
る
豊
か
な
活

力
あ
る
村
を
後
世
に
継
承
す
る
こ

と
を
誓
い
合
う
た
め
、村
歌
の
創

作
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
創
作
は
、当
村
と
ゆ
か
り
の
深
い

「
小
椋
佳
」さ
ん
に
今
年
初
め
に
相

談
。

　
９
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
等
で
多

忙
な
中
、快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
作
詞・作
曲
を
終
え
た
こ
の
ほ
ど
、

都
内
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
、小
椋
敏

一
村
長
の
立
ち
合
い
の
中
、レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
椋
佳
さ
ん
の
伸
び
や
か
で
潤

い
の
あ
る
歌
声
が
ス
タ
ジ
オ
を
包

み
込
み
、北
塩
原
村
の
風
景
と
そ

こ
に
暮
ら
す
村
民
の
情
景
が
思
い

描
け
る
情
緒
あ
ふ
れ
る
村
の
歌
が

収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
終
了
後
に
は
制

作
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
や
ス
タ
ジ
オ

に
お
見
え
に
な
っ
た
小
椋
佳
さ
ん

の
奥
様
と
と
も
に
、学
生
時
代
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
北
塩
原
村・早

稲
沢
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
な

ど
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。

　
一
方
で
、東
日
本
大
震
災
や
原
発

　
創
作
に
当
た
っ
て
は
、今
年
の
２

月
に
、北
塩
原
村
民
及
び
ゆ
か
り

の
あ
る
方
か
ら「
北
塩
原
村
歌
の

歌
詞
に
入
れ
た
い
言
葉
」を
募
集

し
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
１
２
０
点
の
応
募

が
寄
せ
ら
れ
、「
小
椋
佳
」さ
ん
に

送
付
。

　
学
生
時
代
に
過
ご
し
た
際
の
思

い
出
、情
景
や
今
回
送
付
し
た
言

葉
な
ど
か
ら
創
作
活
動
に
は
い
ら

れ
、「
北
塩
原
村 

村
の
歌
」の
完
成

に
い
た
り
ま
し
た
。

　
庁
内（
村
長
、副
村
長
、教
育
長
）

に
お
け
る
１
次
選
考
及
び「
小
椋

佳
」
さ
ん
の
最
終
選
考
に
よ
り
、

5
人
の
方（
6
作
品
）を
優
秀
作
品

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
を
応
募
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
は
、７
月
に
開
催
す
る
記

念
式
典
上
に
お
い
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。

優秀作品者一覧表

北
塩
原
村
　村
の
歌

愛
を
歌
お
う
　北
塩
原
の   

青
空
高
く
　豊
か
な
緑

黄
金（
こ
が
ね
）広
が
る
　大
地
の
恵
み  

心
潤（
う
る
お
）す
　四
季
の
彩
り 

勇
み
励
も
う
　裏
磐
梯
の

山
の
雄
姿
を
　瞳
に
映
し

夕
陽
に
紡（
つ
む
）ぐ
　豊
か
な
暮
ら
し  

村
人
熱
く
　皆
睦（
む
つ
）み
合
い

声
を
掛
け
よ
う
　桧
原
の
湖（
う
み
）を

疲
れ
癒
し
か
　故
郷（
ふ
る
さ
と
）捜
し

心
和
み
に
　訪
ね
る
人
に

湖
沼（
こ
し
ょ
う
）渡
り
の
　そ
よ
風
送
り

夢
を
抱（
い
だ
）こ
う
　大
塩
川
の

澄
ん
だ
流
れ
に
　心
を
洗
い

薬
師
の
森
に
　未
来
を
誓
い

仰
ぐ
夜
空
は
　満
点
の
星 作

詩・作
曲：小
椋 

佳

今
後
の
予
定

「
村
の
歌
」
の

 

創
作
に
つ
い
て

優
秀
作
品

　
　に
つ
い
て

「
村
の
歌
」都
内
で

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

村
長
立
会

「
村
の
歌
」

　創
作
の
目
的

小
椋
佳
さ
ん

作
詞
作
曲
に
よ
る

「
村
の
歌
」
が
完
成

～村民の思い・永遠に～  北塩原村制60年を記念

小椋 佳さん（シンガーソングライター・裏磐梯観光大使）
作詞・作曲による『北塩原村  村の歌』完成

事
故
に
苦
し
む
福
島
県
の
こ
と
を

心
配
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
年
７
月
に
開
催
す
る
村
制
60

周
年
記
念
式
典
に
は
、「
小
椋
佳
」

さ
ん
が
出
席
す
る
予
定
で
、当
日

は
、村
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る「
北

塩
原
村 

村
の
歌
」の
合
唱
を
見
守

っ
て
く
だ
さ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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村
の
歌
が

収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
終
了
後
に
は
制

作
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
や
ス
タ
ジ
オ

に
お
見
え
に
な
っ
た
小
椋
佳
さ
ん

の
奥
様
と
と
も
に
、学
生
時
代
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
北
塩
原
村・早

稲
沢
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
な

ど
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。

　
一
方
で
、東
日
本
大
震
災
や
原
発

　
創
作
に
当
た
っ
て
は
、今
年
の
２

月
に
、北
塩
原
村
民
及
び
ゆ
か
り

の
あ
る
方
か
ら「
北
塩
原
村
歌
の

歌
詞
に
入
れ
た
い
言
葉
」を
募
集

し
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
１
２
０
点
の
応
募

が
寄
せ
ら
れ
、「
小
椋
佳
」さ
ん
に

送
付
。

　
学
生
時
代
に
過
ご
し
た
際
の
思

い
出
、情
景
や
今
回
送
付
し
た
言

葉
な
ど
か
ら
創
作
活
動
に
は
い
ら

れ
、「
北
塩
原
村 

村
の
歌
」の
完
成

に
い
た
り
ま
し
た
。

　
庁
内（
村
長
、副
村
長
、教
育
長
）

に
お
け
る
１
次
選
考
及
び「
小
椋

佳
」
さ
ん
の
最
終
選
考
に
よ
り
、

5
人
の
方（
6
作
品
）を
優
秀
作
品

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
を
応
募
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
は
、７
月
に
開
催
す
る
記

念
式
典
上
に
お
い
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。

優秀作品者一覧表

北
塩
原
村
　村
の
歌

愛
を
歌
お
う
　北
塩
原
の   

青
空
高
く
　豊
か
な
緑

黄
金（
こ
が
ね
）広
が
る
　大
地
の
恵
み  

心
潤（
う
る
お
）す
　四
季
の
彩
り 

勇
み
励
も
う
　裏
磐
梯
の

山
の
雄
姿
を
　瞳
に
映
し

夕
陽
に
紡（
つ
む
）ぐ
　豊
か
な
暮
ら
し  

村
人
熱
く
　皆
睦（
む
つ
）み
合
い

声
を
掛
け
よ
う
　桧
原
の
湖（
う
み
）を

疲
れ
癒
し
か
　故
郷（
ふ
る
さ
と
）捜
し

心
和
み
に
　訪
ね
る
人
に

湖
沼（
こ
し
ょ
う
）渡
り
の
　そ
よ
風
送
り

夢
を
抱（
い
だ
）こ
う
　大
塩
川
の

澄
ん
だ
流
れ
に
　心
を
洗
い

薬
師
の
森
に
　未
来
を
誓
い

仰
ぐ
夜
空
は
　満
点
の
星 作

詩・作
曲：小
椋 

佳

今
後
の
予
定

「
村
の
歌
」
の

 

創
作
に
つ
い
て

優
秀
作
品

　
　に
つ
い
て

「
村
の
歌
」都
内
で

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

村
長
立
会

「
村
の
歌
」

　創
作
の
目
的

小
椋
佳
さ
ん

作
詞
作
曲
に
よ
る

「
村
の
歌
」
が
完
成

～村民の思い・永遠に～  北塩原村制60年を記念

小椋 佳さん（シンガーソングライター・裏磐梯観光大使）
作詞・作曲による『北塩原村  村の歌』完成

事
故
に
苦
し
む
福
島
県
の
こ
と
を

心
配
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
年
７
月
に
開
催
す
る
村
制
60

周
年
記
念
式
典
に
は
、「
小
椋
佳
」

さ
ん
が
出
席
す
る
予
定
で
、当
日

は
、村
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る「
北

塩
原
村 

村
の
歌
」の
合
唱
を
見
守

っ
て
く
だ
さ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

No 氏　　名 居住地 応募作品 言葉に込めた思い

１ 木　村　正　七 剣 ケ 峯 水面（みなも）にうつす緑の山並み 空と湖沼と山並みが映えてみごとな景観。

〃 〃 睦み合い絆固し 北山・大塩・桧原・裏磐梯の各地区が相互に助け合って豊かな
村を形成して来た。

２ 後　藤　ゆみ子 北　　山 棚田に広がる黄色い絨毯 米づくりが盛んな村ならではの景色。

３ 遠　藤　良　雄 蛇　　平 母なる桧原の湖（うみ） 裏磐梯の母のふところです。

４ 大　谷　修　司 喜多方市 ふるさとは今も　北塩原村 一度村を出て何年後何十年後村に戻って来ても、村としてあり
続けていることで常に北塩原イコールふるさとであるから。

５ 石　田　陽　子 喜多方市 心を洗う大塩川 きれいな水の例え
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学
校
の
要
請
の
も
と
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
学
校
を
応
援

す
る「
学
校
の
応
援
団
」は
、
今
年
度

も
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
裏
磐
梯
小
学
校
で
は
、
交
通
教

室
、自
転
車
教
室
、月
に
一
度
の「
読

み
聞
か
せ
」
を
行
い
本
の
補
修
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。さ
く
ら
小
学
校

で
は
、
毎
日
の
登
下
校
を
見
守
る

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の
活
動
を
は

じ
め
、
４
年
生
の
校
外
学
習
を
サ
ポ

ー
ト
。ま
た
、
５
月
21
日（
水
）よ
り

月
に
一
度
の
「
読
み
聞
か
せ
」
の
支

援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の「
読
み
聞
か
せ
」活
動
は
、
幼

稚
園
で
も
予
定
し
て
お
り
、「
読
み

聞
か
せ
」
の
輪
が
村
内
に
広
が
っ
て

い
ま
す
！

　「
学
校
の
応
援
団
」
事
業
で
学
校

と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な

い
で
い
る
の
が
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
で
す
。支
援
の
際
に
は
、
同

行
し
写
真
を
撮
っ
た
り
、
一
緒
に
支

援
を
し
た
り
、
時
に
は
「
読
み
聞
か

せ
」
を
行
う
な
ど
、
学
校
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
十
分
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て

い
ま
す
。

▲裏磐梯小学校

▲毘沙門沼

▲遠くまで飛ばせ

▲ガイドの説明

▲秋の豊作を祈願して▲受賞をみんなで喜ぶ

▲園児と楽しく交流しました

▲さくら小学校

幼稚園へようこそ
園児と未就園児のほのぼの交流！

～幼児教育支援事業～

幼稚園へようこそ
園児と未就園児のほのぼの交流！

～幼児教育支援事業～
　4月16日（水）裏磐梯幼稚園において、親子ふれあい広場が開催さ
れ、園児と、地域の未就園児・その保護者、及びボランティアの方合
わせて３４名が参加しました。
　幼稚園に足を運ぶのが初めての方がほとんどで、園児と一緒に遊ん
だり、ダンスをしたり、絵本の読み聞かせ等の活動を通して、楽しく
交流できました。
　園児にとっても、特に赤ちゃんに親しみを持ち、抱っこさせてもら
ったり、年下の子に積木の片付け方を教えてあげたりとお姉ちゃんぶ
りを発揮している姿もみられました。
　地域の人にとって身近な幼稚園になったようです。
　これからも、保護者同士のつながりを深めたり、子育ての楽しさを実感したり、子ども達の育ちをみんなで喜びあえる
場にしていきます。

一中生徒が田植えを体験一中生徒が田植えを体験

　北塩原第一中の全校生は、５月 14日（水）に内海周さ
ん（北山）の田んぼで田植え体験を行いました。
　生徒たちは１つ１つ丁寧に植えていきました。10 月の
文化祭では収穫した餅米で餅つきを行い、みんなで味わ
う予定です。

みんなで守った交通安全！みんなで守った交通安全！

　５月２５日（日）、猪苗代地区交通安全協会より、日
頃の交通安全への取組が評価され裏磐梯幼稚園が表彰さ
れました。当日は代表で荒明園長に表彰状を受理して頂
きました。これからもみんなでルールを守り、事故のな
い裏磐梯を目指していきます。

今後予定している公民館事業のお知らせ

ふ
る
さ
と
再
発
見
事
業

「
五
色
沼
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
」

桧
原
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

明るい選挙で明るい村づくり

北塩原村農業委員会委員一般選挙
立候補予定者に対する説明会

村農業委員会委員に立候補を予定さされている方々に対し

ての説明会を行います。

立候補届出や選挙運動についての重要な説明会ですので、立

候補予定者、責任者となられる方は必ず出席してください。

■日時　平成26年6月18日（水）　午後1時30分～

■場所　北塩原村コミュニティーセンターホール

問合せ　北塩原村選挙管理委員会　☎23ー 3111

投票日に投票に行けない方は、
期日前投票ができます。
■日時　7月2日（水）～7月5日（土）
　　　　午前8時30分～午後8時00分
■場所　北塩原村コミュニティーセンターホール

告示日

平成26.

7／1（火）
投票日

平成26.7／6（日）

▲

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

①幼児教育支援事業『絵本に親しもう楽しいお話会』
　○日時：６月２１日（土）１０：００～
　○場所：芙蓉保育園
②旧会津米沢街道歴史交流会
　○日時：６月２９日（日）９：００～
　○場所：南原コミュニティーセンター関分館ほか

③家庭教育推進事業「子育て講座」
　○日程：７月２日（水）
　○場所：裏磐梯幼稚園
④村長杯村民ゴルフ大会
　○日程：７月１２日（土）
　○場所：猫魔ホテル猪苗代ゴルフコース

⑤第２４回　北塩原村子どもの主張大会
　○日時：７月１５日（火）１４：００～
　○場所：第一中学校

※別紙チラシもご覧ください。
お気軽に村公民館までご連絡ください。

小学校で図書ボランティアによる
“読み聞かせ”が始まりました！
小学校で図書ボランティアによる
“読み聞かせ”が始まりました！

　
今
年
で
18
回
目
と
な
っ
た

桧
原
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
6
月
1
日
（
日
）、

明
大
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
夏
の
清
々
し
い
気
候
の

中
、
8
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
で
個

人
戦
と
団
体
戦
で
優
勝
を
目

指
し
、
老
若
男
女
の
参
加
者
52

人
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ

ー
し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
桧
原
集
会

所
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
世
代

を
越
え
た
交
流
・
親
睦
が
図

ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
５
月
31
日（
土
）、総
勢
25
人
の
参
加

で
第
１
回
ふ
る
さ
と
再
発
見
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
ぬ
け
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
青
空

の
も
と
、３
．６
Ｋ
ｍ
の
遊
歩
道
を

ゆ
っ
く
り
と
五
色
沼
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。は
じ
め
に
、五
色
沼
の
水
源
で
あ

る「
銅
沼
」を
裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
か
ら

望
み
ま
し
た
。

　
続
い
て
、桧
原
湖
岸
の
遊
歩
道
の
入

口
に
位
置
す
る「
弥
六
沼
」か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、「
柳
沼
」「
青
沼
」「
る
り
沼
」

「
弁
天
沼
」「
竜
沼
」「
み
ど
ろ
沼
」「
赤

沼
」、最
後
に「
毘
沙
門
沼
」と
訪
ね
、深

い
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
な
ど
の
沼
水
の

色
合
い
に
感
動
し
ま
し
た
。途
中
、磐

梯
山
の
爆
発
に
よ
り
荒
廃
し
た
裏
磐

梯
を
現
在
の
よ
う
に
緑
あ
ふ
れ
る
ま

で
回
復
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
遠
藤

現
夢
の
墓
を
訪
ね
、植
林
当
時
の
苦
労

を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。案

内
、説
明
い
た
だ
い
た
講
師
の
阿
部
さ

ん
を
は
じ
め
、裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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学
校
の
要
請
の
も
と
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
学
校
を
応
援

す
る「
学
校
の
応
援
団
」は
、
今
年
度

も
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
裏
磐
梯
小
学
校
で
は
、
交
通
教

室
、自
転
車
教
室
、月
に
一
度
の「
読

み
聞
か
せ
」
を
行
い
本
の
補
修
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。さ
く
ら
小
学
校

で
は
、
毎
日
の
登
下
校
を
見
守
る

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の
活
動
を
は

じ
め
、
４
年
生
の
校
外
学
習
を
サ
ポ

ー
ト
。ま
た
、
５
月
21
日（
水
）よ
り

月
に
一
度
の
「
読
み
聞
か
せ
」
の
支

援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の「
読
み
聞
か
せ
」活
動
は
、
幼

稚
園
で
も
予
定
し
て
お
り
、「
読
み

聞
か
せ
」
の
輪
が
村
内
に
広
が
っ
て

い
ま
す
！

　「
学
校
の
応
援
団
」
事
業
で
学
校

と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な

い
で
い
る
の
が
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
で
す
。支
援
の
際
に
は
、
同

行
し
写
真
を
撮
っ
た
り
、
一
緒
に
支

援
を
し
た
り
、
時
に
は
「
読
み
聞
か

せ
」
を
行
う
な
ど
、
学
校
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
十
分
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て

い
ま
す
。

▲裏磐梯小学校

▲毘沙門沼

▲遠くまで飛ばせ

▲ガイドの説明

▲秋の豊作を祈願して▲受賞をみんなで喜ぶ

▲園児と楽しく交流しました

▲さくら小学校

幼稚園へようこそ
園児と未就園児のほのぼの交流！

～幼児教育支援事業～

幼稚園へようこそ
園児と未就園児のほのぼの交流！

～幼児教育支援事業～
　4月16日（水）裏磐梯幼稚園において、親子ふれあい広場が開催さ
れ、園児と、地域の未就園児・その保護者、及びボランティアの方合
わせて３４名が参加しました。
　幼稚園に足を運ぶのが初めての方がほとんどで、園児と一緒に遊ん
だり、ダンスをしたり、絵本の読み聞かせ等の活動を通して、楽しく
交流できました。
　園児にとっても、特に赤ちゃんに親しみを持ち、抱っこさせてもら
ったり、年下の子に積木の片付け方を教えてあげたりとお姉ちゃんぶ
りを発揮している姿もみられました。
　地域の人にとって身近な幼稚園になったようです。
　これからも、保護者同士のつながりを深めたり、子育ての楽しさを実感したり、子ども達の育ちをみんなで喜びあえる
場にしていきます。

一中生徒が田植えを体験一中生徒が田植えを体験

　北塩原第一中の全校生は、５月 14日（水）に内海周さ
ん（北山）の田んぼで田植え体験を行いました。
　生徒たちは１つ１つ丁寧に植えていきました。10 月の
文化祭では収穫した餅米で餅つきを行い、みんなで味わ
う予定です。

みんなで守った交通安全！みんなで守った交通安全！

　５月２５日（日）、猪苗代地区交通安全協会より、日
頃の交通安全への取組が評価され裏磐梯幼稚園が表彰さ
れました。当日は代表で荒明園長に表彰状を受理して頂
きました。これからもみんなでルールを守り、事故のな
い裏磐梯を目指していきます。

今後予定している公民館事業のお知らせ
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明るい選挙で明るい村づくり

北塩原村農業委員会委員一般選挙
立候補予定者に対する説明会

村農業委員会委員に立候補を予定さされている方々に対し

ての説明会を行います。

立候補届出や選挙運動についての重要な説明会ですので、立

候補予定者、責任者となられる方は必ず出席してください。

■日時　平成26年6月18日（水）　午後1時30分～

■場所　北塩原村コミュニティーセンターホール

問合せ　北塩原村選挙管理委員会　☎23ー 3111

投票日に投票に行けない方は、
期日前投票ができます。
■日時　7月2日（水）～7月5日（土）
　　　　午前8時30分～午後8時00分
■場所　北塩原村コミュニティーセンターホール

告示日

平成26.

7／1（火）
投票日

平成26.7／6（日）

▲
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①幼児教育支援事業『絵本に親しもう楽しいお話会』
　○日時：６月２１日（土）１０：００～
　○場所：芙蓉保育園
②旧会津米沢街道歴史交流会
　○日時：６月２９日（日）９：００～
　○場所：南原コミュニティーセンター関分館ほか

③家庭教育推進事業「子育て講座」
　○日程：７月２日（水）
　○場所：裏磐梯幼稚園
④村長杯村民ゴルフ大会
　○日程：７月１２日（土）
　○場所：猫魔ホテル猪苗代ゴルフコース

⑤第２４回　北塩原村子どもの主張大会
　○日時：７月１５日（火）１４：００～
　○場所：第一中学校

※別紙チラシもご覧ください。
お気軽に村公民館までご連絡ください。

小学校で図書ボランティアによる
“読み聞かせ”が始まりました！
小学校で図書ボランティアによる
“読み聞かせ”が始まりました！
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南東北裏磐梯診療所からのお知らせ ○問合せ
南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

①予約をする。
　予約をしないとワクチンの在庫がなく注射が出来ない場合があります。

②対象年齢、予防接種を受ける期日、又は期間の確認。
　時期を過ぎると自費になってしまいます。

③接種後の注意すべき事項、効果、副反応を十分理解する。

④当日は配布された問診票と母子手帳を持参する。
　忘れた場合は事故防止のため接種を見合わせる場合もございます。

裏磐梯診療所で定期予防接種が受けられます。

●任意予防接種（おたふくかぜ・水痘など）をご希望の方はご相談下さい。

こころの健康相談会・
教室のお知らせ

　今年は、麻しん患者の発生が全国的に増加しております。全国で4月20日現在300人と昨年1年間の累積届出
数232人をすでに上回っています。
　特に予防接種を接種していない方に多くみられております。
　例年においても春～初夏は流行しやすい時期です。対象の日については、お早めに接種いたしましょう！
　《麻しん・風しん（MRⅠ期・Ⅱ期》
　【対象者】Ⅰ期：1歳児　　Ⅱ期：幼稚園年長児（※対象者には4月に通知しております。）　　

～その他の予防接種について～
　《ジフテリア・破傷風二種混合（DT）》
　【対象者】　小学校6年生（※対象者には4月に通知しております。）
　《日本脳炎》
　【標準的な接種年齢】１期（２回接種）：３歳　１期追加（１回接種）：４歳　２期（１回接種）：９歳
　【特例措置について】
　平成１７年から２１年にかけての積極的勧奨の差し控えにより接種を逃した平成７年４月２日～平成１９年４月
　１日生まれの方については、２０歳未満までの間、日本脳炎の予防接種ができます。
　村からの個別通知は年齢ごとに順次行っております。
　平成２６年度は３歳、高校３年生の方を対象に通知しております。
　《ヒブ・小児用肺炎球菌》
　【対象者】　生後２ヶ月～５歳未満の児
　＊接種回数は接種月齢によって異なります。(赤ちゃん訪問にて通知しております。)
　《子宮頚がんワクチン》
　【対象者】　中学1年生～高校1年生の女子
　子宮頚がんワクチンは現在、積極的な接種勧奨を控えており、村からの個別通知は実施しておりません。
　接種を希望させる方は、保健センターにご相談ください。
　☆その他、予防接種に関してご不明な点など、詳しくは保健センターまでお問い合わせください。

　子宮がんは頸がんと奥側にできる体がんの２種
類があり、頸がんは２０歳代から罹る女性が増え始
めています。体がんは５０歳代～６０歳代が発生の
ピークと言われています。

　○対象者　　　　２０歳以上の女性
　○検診の種類　　集団検診（頸がん検診）

＜日時＞
６月２４日（火）

構造改善センターでは骨の検診（４０歳以上）も実
施します。

＜自己負担金＞（　）は検診料金
頸がん検診・・・500円（3,780円）
骨粗しょう症検診・・・500円（1,620円）

◆施設検診(病院で受ける検診)
＜日時＞
７月１日～１２月２２日
＜実施医療機関＞
喜多方市内・会津若松市内指定医療機関
＜自己負担金＞（　）は検診料金
頸がん検診・・・1,000円（7,840円）
体がん検診・・・800円（6,480円）
＜受診方法＞
受診希望の方は、村が発行する受診録を持参して受
診してください。昨年の意向調査で希望された方等に
は受診録を送付します。その方以外で希望の方は直
接会場へお越し下さい。
尚、施設検診の詳しい内容については６月中に通知します。

～各種予防接種を受けましょう～
麻しんの流行について

自然環境活用センター
活性化センター
構造改善センター

 9:15～ 9:30
 10:30～ 11:15
 13:15～ 13:30

会場名　　　　　受付時間

子宮がん検診のお知らせ「症状がなくても継続受診がカギ」

健康通信 保健センター　☎28-3733
申込・問合せ

 ～こころの健康相談会～
精神的な悩みでお困りの方、またその家族の方の相談に、
精神科医が個別面談で相談に応じます。
○開催日
　6月23日　7月14日　7月28日
　8月18日　9月 8日　9月22日
○時間
　午後1時15分～3時30分

 ～ひきこもり家族教室～
　20歳～30歳代の青年期のひきこもりの問題を抱える家族
を対象に相談や話し合いができる教室を実施しています。
○開催日
　6月27日　8月22日
○時間
　午後1時30分～3時30分

 ～うつ病家族教室～
　うつ病の治療を受けている方の家族を対象に医師・薬剤師・
心理士等士等によるお話や参加者同士の交流を行います。
○開催日
　7月18日　9月19日
○時間
　午後1時30分～午後3時30分
　上記の3つの相談会・教室の申し込み先は下記のとおり
です。
○申込方法
　いずれも電話で申し込みが出来ます。
○申込先
　会津保健福祉事務所　
　保健福祉課　☎（0242）29-5275

日帰り人間ドック・
ペットがんドック希望者再募集
　日帰り人間ドック・ペットがんドックの受診希望
者を再募集します。

＜対象者＞
　人間ドック：
　４０歳～７４歳になる全年齢の方
　ペットドック：
　３０歳以上の村民もしくは
　村内事業所に勤務している方

＜実施期間＞
　平成２７年３月末まで

＜申込期間＞
　※定員になり次第締め切らせていただきますので

お早目にご連絡ください。

＜助成金＞
　人間ドック：30,000円の助成
　（実際の費用30,000円～78,430円）
　ペットがんドック：費用の1/4助成
　（実際の費用77,000円～164,268円）

＜申込方法＞
　保健センターへ電話または申込書でお申し込み
下さい。

＜その他＞
　実施病院、費用などについては4月にお配りした
お知らせのチラシ（申込書付き）をご覧になるか、保
健センターにお問い合わせ下さい。
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南東北裏磐梯診療所からのお知らせ ○問合せ
南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

①予約をする。
　予約をしないとワクチンの在庫がなく注射が出来ない場合があります。

②対象年齢、予防接種を受ける期日、又は期間の確認。
　時期を過ぎると自費になってしまいます。

③接種後の注意すべき事項、効果、副反応を十分理解する。

④当日は配布された問診票と母子手帳を持参する。
　忘れた場合は事故防止のため接種を見合わせる場合もございます。

裏磐梯診療所で定期予防接種が受けられます。

●任意予防接種（おたふくかぜ・水痘など）をご希望の方はご相談下さい。

こころの健康相談会・
教室のお知らせ

　今年は、麻しん患者の発生が全国的に増加しております。全国で4月20日現在300人と昨年1年間の累積届出
数232人をすでに上回っています。
　特に予防接種を接種していない方に多くみられております。
　例年においても春～初夏は流行しやすい時期です。対象の日については、お早めに接種いたしましょう！
　《麻しん・風しん（MRⅠ期・Ⅱ期》
　【対象者】Ⅰ期：1歳児　　Ⅱ期：幼稚園年長児（※対象者には4月に通知しております。）　　

～その他の予防接種について～
　《ジフテリア・破傷風二種混合（DT）》
　【対象者】　小学校6年生（※対象者には4月に通知しております。）
　《日本脳炎》
　【標準的な接種年齢】１期（２回接種）：３歳　１期追加（１回接種）：４歳　２期（１回接種）：９歳
　【特例措置について】
　平成１７年から２１年にかけての積極的勧奨の差し控えにより接種を逃した平成７年４月２日～平成１９年４月
　１日生まれの方については、２０歳未満までの間、日本脳炎の予防接種ができます。
　村からの個別通知は年齢ごとに順次行っております。
　平成２６年度は３歳、高校３年生の方を対象に通知しております。
　《ヒブ・小児用肺炎球菌》
　【対象者】　生後２ヶ月～５歳未満の児
　＊接種回数は接種月齢によって異なります。(赤ちゃん訪問にて通知しております。)
　《子宮頚がんワクチン》
　【対象者】　中学1年生～高校1年生の女子
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類があり、頸がんは２０歳代から罹る女性が増え始
めています。体がんは５０歳代～６０歳代が発生の
ピークと言われています。

　○対象者　　　　２０歳以上の女性
　○検診の種類　　集団検診（頸がん検診）

＜日時＞
６月２４日（火）

構造改善センターでは骨の検診（４０歳以上）も実
施します。

＜自己負担金＞（　）は検診料金
頸がん検診・・・500円（3,780円）
骨粗しょう症検診・・・500円（1,620円）

◆施設検診(病院で受ける検診)
＜日時＞
７月１日～１２月２２日
＜実施医療機関＞
喜多方市内・会津若松市内指定医療機関
＜自己負担金＞（　）は検診料金
頸がん検診・・・1,000円（7,840円）
体がん検診・・・800円（6,480円）
＜受診方法＞
受診希望の方は、村が発行する受診録を持参して受
診してください。昨年の意向調査で希望された方等に
は受診録を送付します。その方以外で希望の方は直
接会場へお越し下さい。
尚、施設検診の詳しい内容については６月中に通知します。

～各種予防接種を受けましょう～
麻しんの流行について
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子宮がん検診のお知らせ「症状がなくても継続受診がカギ」

健康通信 保健センター　☎28-3733
申込・問合せ

 ～こころの健康相談会～
精神的な悩みでお困りの方、またその家族の方の相談に、
精神科医が個別面談で相談に応じます。
○開催日
　6月23日　7月14日　7月28日
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○時間
　午後1時15分～3時30分
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を対象に相談や話し合いができる教室を実施しています。
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○申込方法
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日帰り人間ドック・
ペットがんドック希望者再募集
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者を再募集します。

＜対象者＞
　人間ドック：
　４０歳～７４歳になる全年齢の方
　ペットドック：
　３０歳以上の村民もしくは
　村内事業所に勤務している方

＜実施期間＞
　平成２７年３月末まで

＜申込期間＞
　※定員になり次第締め切らせていただきますので

お早目にご連絡ください。

＜助成金＞
　人間ドック：30,000円の助成
　（実際の費用30,000円～78,430円）
　ペットがんドック：費用の1/4助成
　（実際の費用77,000円～164,268円）

＜申込方法＞
　保健センターへ電話または申込書でお申し込み
下さい。

＜その他＞
　実施病院、費用などについては4月にお配りした
お知らせのチラシ（申込書付き）をご覧になるか、保
健センターにお問い合わせ下さい。
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◎
大
学
卒

●
採
用
職
種
　
　
　
行
政

●
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

●
受
験
資
格

　
昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を

除
く
）
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
27

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

◎
試
験
の
方
法

【
一
次
試
験
】（
教
養
試
験
・
専
門
試

験
）

試
験
終
了
後
、
一
般
性
格
診
断
検
査

を
行
い
ま
す
。

●
期
日
　
平
成
26
年
7
月
27
日（
日
）

●
場
所
　
福
島
大
学

◎
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

　
受
験
申
込
用
紙
は
、
総
務
企
画
課
、

裏
磐
梯
合
同
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。

【
二
次
試
験
】

　
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
通
知
し
ま

す
。

◎
受
付
期
間

　
平
成
26
年
6
月
27
日（
金
）ま
で

　
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合

は
、6
月
25
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効

◎
申
込
・
問
合
せ

　
総
務
企
画
課
総
務
班

　
☎
23
―
３
１
１
１

　　
個
人
事
業
税
は
、県
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販
売
業
や

不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
県
の
税
金
で
す
。

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
年

税
額
を
８
月
（
第
１
期
分
）
と
11
月

（
第
２
期
分
）
の
２
回
に
分
け
て
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
税
額
が
１
万
円
以
下

の
場
合
に
は
、
８
月
（
第
１
期
分
）
に

一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
お
勧
め
し
ま
す
！
個
人
事
業
税
の

口
座
振
替
納
税

　
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
便
利

な
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

の
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機

関
に
提
出
し
、
金
融
機
関
で
確
認
を

受
け
た
納
付
書
送
付
依
頼
書
を
県
税

部
に
提
出
し
て
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

　
☎（
0
2
4
2
）29
―
5
2
5
1

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

○
受
験
資
格

　
平
成
2
6
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平
成

2
7
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

○
第
１
次
試
験
日

　
９
月
７
日（
日
）

○
試
験
に
関
す
る
問
合
せ

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係
　

☎（
0
2
2
）
2
6
3
―
1
1
1
1

（
内
線
3
2
3
6
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局

☎（
0
2
2
）2
2
1
―
2
0
2
2

　　
福
島
県
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
の
効
果

や
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

に
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月
間
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
は
発
車
の
際
、
全
員
が
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
の
を
確
認

し
て
か
ら
発
車
し
ま
し
ょ
う
。ご
家

庭
で
も
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
後
部
座
席
を
含
め
た
全
席
で

正
し
い
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
実
施
機
関

　
６
月
１
日（
日
）か
ら
６
月
30
日（
月
）

○
問
合
せ

　
住
民
課
　
☎
23
―
３
１
１
３

　
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状

況
を
把
握
し
、
引
き
続
き
児
童
手
当

を
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
６

月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
提
出
期
限

　
平
成
26
年
６
月
30
日（
月
）

○
提
出
先

住
民
課
、
裏
磐
梯
合
同
庁
舎
　（
商

工
観
光
課
）及
び
桧
原
出
張
所

※
現
況
届
の
提
出
に
必
要
な
書
類
は
、

６
月
上
旬
に
受
給
者
へ
送
付
し
て

い
ま
す
。

※
万
が
一
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

　
住
民
課
生
活
班
　
☎
23
―
３
１
１
３

　
仕
事
に
就
く
こ
と
へ
の
不
安
が
あ

る
な
ど
の
理
由
で
社
会
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
で

い
る
、
15
〜
39
歳
ま

で
の
若
者
や
、
そ
の

こ
と
に
関
し
て
心
配

し
て
い
る
ご
家
族
に

気
軽
に
ご
相
談
い
た

だ
け
る
就
労
支
援
施
設
で
す
。ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
も
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
問
合
せ

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
7
時
　
土
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
）

　
☎（
0
2
4
2
）32
―
0
0
1
1

　Em
ail

： info@
job-sapo.com

☆
華
原
朋
美 

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー 

　
　
２
０
１
４
〜M

EM
O

R
IES

〜
☆

○
日
　
時
　
平
成
26
年
９
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

○
場
　
所
　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

○
料
　
金
　
６
，８
０
０
円

　
全
席
指
定（
未
就
学
児
入
場
不
可
）

●
先
行
発
売

　（
広
域
市
町
村
圏
民
限
定
）

　
平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）

　
午
前
９
時
よ
り
発
売
開
始

　
喜
多
方
市
・
北
塩
原
村
・
西
会
津

町
に
お
住
ま
い
の
方
限
定
で
す
。

※

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※

座
席
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
メ
ー
ル
等
に
よ
る
予
約
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

●
一
般
発
売

　
平
成
26
年
６
月
28
日（
土
）

　
午
前
９
時
よ
り
発
売
開
始

○
問
合
せ

　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

　
☎
24
―
４
６
１
１

 ６月 １５日 （日） 鳴瀬病院 ………………………☎24－3333

 ６月 ２２日 （日） 福田耳鼻咽喉科醫院 …………☎24－4187

 ６月 ２９日 （日） 藤井医院 ………………………☎23－0023

 ７月 ６日 （日） 内科消化器科みつはし医院 …☎21－1311

 ６月 １５日 （日） 会津医療センター ……☎（0242）75－2100

 ６月 ２２日 （日） 佐原病院 ………………………☎22－5321

 ６月 ２９日 （日） 小野病院 ………………………☎22－0414

 ７月 ６日 （日） 会津医療センター ……☎（0242）75－2100

村
県
民
税
 

１
期
分

住
宅
使
用
料
 

６
月
分

上
下
水
道
使
用
料
 

５
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
 

１
期
分

国
民
年
金
 

５
月
号

　
村
税
等
の
納
入
は
、簡

単
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ

さ
い
!!

　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
６
月
24
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
11
時
30
分

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
大
塩
）

　
☎
23
|
５
２
３
６

　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や

意
見
、要
望
を
受
け
付
け
、解
決
の
お
手

伝
い
し
ま
す
。 

北
山
　
武
藤
　
敏
子

鶯
の
　
鳴
き
声
は
す
る
　
近
く
か
ら

姿
は
見
え
ず
　
声
の
み
聞
こ
ゆ

大
塩
　
赤
城
　
セ
イ
子

た
く
ま
し
く
　
鍬
振
る
夫
の
　
後
ろ
に
つ
き

視
界
広
が
り
　
春
田
耕
す

金
山
　
阿
部
　
浩
江

老
い
て
今
　
行
き
ゆ
く
日
々
の
　
後
半
を

心
豊
か
に
　
生
き
よ
と
思
う

大
塩
　
高
橋
　
郁
子

ア
ン
ケ
ー
ト
　
書
け
る
頭
に
　
喜
び
て

ハ
イ
と
答
え
る
　
感
謝
す
る
わ
れ

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

待
ち
わ
び
て
　
迎
え
し
花
よ
　
わ
が
肩
に

と
ま
る
ひ
と
ひ
ら
　
さ
ら
に
惜
し
ま
る

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

高
原
も
　
桜
と
こ
ぶ
し
　
ブ
ナ
林

今
が
一
番
　
美
し
い
時大

塩
　
穴
沢
　
エ
ミ
子

若
か
り
し
　
頃
に
歩
い
た
　
野
良
道
を

今
振
り
返
り
　
見
る
わ
が
人
生
を

上
川
前
　
大
竹
　
英
子

母
の
日
で
　
譲
れ
し
子
等
の
　
贈
り
物

夕
飯
の
膳
に
　
し
あ
わ
せ
感
ず

桧
原
　
穴
沢
　
泰
子

冬
去
り
て
　
季
節
は
づ
れ
の
　
奥
桧
原

一
本
桜
　
今
満
開
と
な
る

雄
子
沢
　
小
椋
　
フ
ヂ
子

永
か
り
し
　
山
里
の
冬
　
や
っ
と
春

大
雪
去
り
て
　
緑
一
色

安
　
部
　
　
ト
シ
子
（
嘉
　
久
・
母
）
　
大
塩
中
区

●人　口　　男…… 1,545人

　　　　　　女…… 1,539人

　　　　　　計……3,084人（前月比＋５）

●世帯数……………１,０86戸（前月比＋２）

●転　入…  13人　●転　出…    7人

●出　生…    0人　●死　亡…    1人

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

平成２6年6月１日現在
※（　）は前月比

戸　籍　の　窓　口

つ
ま

住
民
課
関
連
情
報

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月
間

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

個
人
事
業
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

税
務
課
関
連
情
報

税
務
職
員
採
用
試
験

北
塩
原
村
職
員
募
集

平
成
27
年
度
村
職
員
採
用
候
補
者

総
務
企
画
課
関
連
情
報

そ
の
他
の
情
報

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

喜
多
方
プ
ラ
ザ
か
ら

チ
ケ
ッ
ト
発
売
の
お
知
ら
せ

No387 きたしおばら
平成26年6月発行

No387 きたしおばら
平成26年6月発行 1011

休日当番医

第二次救急当番医

 

中
川
　
幸
恵

家
覚
え
五
年
目
と
な
る
燕
か
な

 

内
海
　
怜
子

灯
の
海
が
弥
生
満
月
支
え
を
り

 

遠
藤
　
聖
一
郎

渋
紙
の
鐘
馗
の
幟
五
月
尽

 

蓮
沼
　
喜
久
雄

な
ん
と
な
く
牡
丹
の
曇
り
の
空
模
様

 

鈴
木
　
隆
一
郎

見
下
ろ
す
よ
た
な
び
き
た
な
び
く
春
霞

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

く
ら
し
の
案
内
板



◎
大
学
卒

●
採
用
職
種
　
　
　
行
政

●
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

●
受
験
資
格

　
昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を

除
く
）
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
27

年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

◎
試
験
の
方
法

【
一
次
試
験
】（
教
養
試
験
・
専
門
試

験
）

試
験
終
了
後
、
一
般
性
格
診
断
検
査

を
行
い
ま
す
。

●
期
日
　
平
成
26
年
7
月
27
日（
日
）

●
場
所
　
福
島
大
学

◎
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

　
受
験
申
込
用
紙
は
、
総
務
企
画
課
、

裏
磐
梯
合
同
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。

【
二
次
試
験
】

　
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
通
知
し
ま

す
。

◎
受
付
期
間

　
平
成
26
年
6
月
27
日（
金
）ま
で

　
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合

は
、6
月
25
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効

◎
申
込
・
問
合
せ

　
総
務
企
画
課
総
務
班

　
☎
23
―
３
１
１
１

　　
個
人
事
業
税
は
、県
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販
売
業
や

不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
県
の
税
金
で
す
。

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
年

税
額
を
８
月
（
第
１
期
分
）
と
11
月

（
第
２
期
分
）
の
２
回
に
分
け
て
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
税
額
が
１
万
円
以
下

の
場
合
に
は
、
８
月
（
第
１
期
分
）
に

一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
お
勧
め
し
ま
す
！
個
人
事
業
税
の

口
座
振
替
納
税

　
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
便
利

な
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

の
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機

関
に
提
出
し
、
金
融
機
関
で
確
認
を

受
け
た
納
付
書
送
付
依
頼
書
を
県
税

部
に
提
出
し
て
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

　
☎（
0
2
4
2
）29
―
5
2
5
1

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

○
受
験
資
格

　
平
成
2
6
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平
成

2
7
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

○
第
１
次
試
験
日

　
９
月
７
日（
日
）

○
試
験
に
関
す
る
問
合
せ

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係
　

☎（
0
2
2
）
2
6
3
―
1
1
1
1

（
内
線
3
2
3
6
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局

☎（
0
2
2
）2
2
1
―
2
0
2
2

　　
福
島
県
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
の
効
果

や
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

に
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月
間
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
は
発
車
の
際
、
全
員
が
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
の
を
確
認

し
て
か
ら
発
車
し
ま
し
ょ
う
。ご
家

庭
で
も
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
後
部
座
席
を
含
め
た
全
席
で

正
し
い
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
実
施
機
関

　
６
月
１
日（
日
）か
ら
６
月
30
日（
月
）

○
問
合
せ

　
住
民
課
　
☎
23
―
３
１
１
３

　
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状

況
を
把
握
し
、
引
き
続
き
児
童
手
当

を
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
６

月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
提
出
期
限

　
平
成
26
年
６
月
30
日（
月
）

○
提
出
先

住
民
課
、
裏
磐
梯
合
同
庁
舎
　（
商

工
観
光
課
）及
び
桧
原
出
張
所

※
現
況
届
の
提
出
に
必
要
な
書
類
は
、

６
月
上
旬
に
受
給
者
へ
送
付
し
て

い
ま
す
。

※
万
が
一
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

　
住
民
課
生
活
班
　
☎
23
―
３
１
１
３

　
仕
事
に
就
く
こ
と
へ
の
不
安
が
あ

る
な
ど
の
理
由
で
社
会
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
で

い
る
、
15
〜
39
歳
ま

で
の
若
者
や
、
そ
の

こ
と
に
関
し
て
心
配

し
て
い
る
ご
家
族
に

気
軽
に
ご
相
談
い
た

だ
け
る
就
労
支
援
施
設
で
す
。ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
も
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
問
合
せ

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
7
時
　
土
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
）

　
☎（
0
2
4
2
）32
―
0
0
1
1

　Em
ail

： info@
job-sapo.com

☆
華
原
朋
美 

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー 

　
　
２
０
１
４
〜M

EM
O

R
IES

〜
☆

○
日
　
時
　
平
成
26
年
９
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

○
場
　
所
　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

○
料
　
金
　
６
，８
０
０
円

　
全
席
指
定（
未
就
学
児
入
場
不
可
）

●
先
行
発
売

　（
広
域
市
町
村
圏
民
限
定
）

　
平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）

　
午
前
９
時
よ
り
発
売
開
始

　
喜
多
方
市
・
北
塩
原
村
・
西
会
津

町
に
お
住
ま
い
の
方
限
定
で
す
。

※

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※

座
席
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
メ
ー
ル
等
に
よ
る
予
約
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

●
一
般
発
売

　
平
成
26
年
６
月
28
日（
土
）

　
午
前
９
時
よ
り
発
売
開
始

○
問
合
せ

　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

　
☎
24
―
４
６
１
１

 ６月 １５日 （日） 鳴瀬病院 ………………………☎24－3333

 ６月 ２２日 （日） 福田耳鼻咽喉科醫院 …………☎24－4187

 ６月 ２９日 （日） 藤井医院 ………………………☎23－0023

 ７月 ６日 （日） 内科消化器科みつはし医院 …☎21－1311

 ６月 １５日 （日） 会津医療センター ……☎（0242）75－2100

 ６月 ２２日 （日） 佐原病院 ………………………☎22－5321

 ６月 ２９日 （日） 小野病院 ………………………☎22－0414

 ７月 ６日 （日） 会津医療センター ……☎（0242）75－2100

村
県
民
税
 

１
期
分

住
宅
使
用
料
 

６
月
分

上
下
水
道
使
用
料
 

５
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
 

１
期
分

国
民
年
金
 

５
月
号

　
村
税
等
の
納
入
は
、簡

単
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ

さ
い
!!

　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
６
月
24
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
11
時
30
分

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
大
塩
）

　
☎
23
|
５
２
３
６

　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や

意
見
、要
望
を
受
け
付
け
、解
決
の
お
手

伝
い
し
ま
す
。 

北
山
　
武
藤
　
敏
子

鶯
の
　
鳴
き
声
は
す
る
　
近
く
か
ら

姿
は
見
え
ず
　
声
の
み
聞
こ
ゆ

大
塩
　
赤
城
　
セ
イ
子

た
く
ま
し
く
　
鍬
振
る
夫
の
　
後
ろ
に
つ
き

視
界
広
が
り
　
春
田
耕
す

金
山
　
阿
部
　
浩
江

老
い
て
今
　
行
き
ゆ
く
日
々
の
　
後
半
を

心
豊
か
に
　
生
き
よ
と
思
う

大
塩
　
高
橋
　
郁
子

ア
ン
ケ
ー
ト
　
書
け
る
頭
に
　
喜
び
て

ハ
イ
と
答
え
る
　
感
謝
す
る
わ
れ

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

待
ち
わ
び
て
　
迎
え
し
花
よ
　
わ
が
肩
に

と
ま
る
ひ
と
ひ
ら
　
さ
ら
に
惜
し
ま
る

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

高
原
も
　
桜
と
こ
ぶ
し
　
ブ
ナ
林

今
が
一
番
　
美
し
い
時大

塩
　
穴
沢
　
エ
ミ
子

若
か
り
し
　
頃
に
歩
い
た
　
野
良
道
を

今
振
り
返
り
　
見
る
わ
が
人
生
を

上
川
前
　
大
竹
　
英
子

母
の
日
で
　
譲
れ
し
子
等
の
　
贈
り
物

夕
飯
の
膳
に
　
し
あ
わ
せ
感
ず

桧
原
　
穴
沢
　
泰
子

冬
去
り
て
　
季
節
は
づ
れ
の
　
奥
桧
原

一
本
桜
　
今
満
開
と
な
る

雄
子
沢
　
小
椋
　
フ
ヂ
子

永
か
り
し
　
山
里
の
冬
　
や
っ
と
春

大
雪
去
り
て
　
緑
一
色

安
　
部
　
　
ト
シ
子
（
嘉
　
久
・
母
）
　
大
塩
中
区

●人　口　　男…… 1,545人

　　　　　　女…… 1,539人

　　　　　　計……3,084人（前月比＋５）

●世帯数……………１,０86戸（前月比＋２）

●転　入…  13人　●転　出…    7人

●出　生…    0人　●死　亡…    1人

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

平成２6年6月１日現在
※（　）は前月比

戸　籍　の　窓　口

つ
ま

住
民
課
関
連
情
報

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
強
化
月
間

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

個
人
事
業
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

税
務
課
関
連
情
報

税
務
職
員
採
用
試
験

北
塩
原
村
職
員
募
集

平
成
27
年
度
村
職
員
採
用
候
補
者

総
務
企
画
課
関
連
情
報

そ
の
他
の
情
報

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

喜
多
方
プ
ラ
ザ
か
ら

チ
ケ
ッ
ト
発
売
の
お
知
ら
せ
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休日当番医

第二次救急当番医

 

中
川
　
幸
恵

家
覚
え
五
年
目
と
な
る
燕
か
な

 

内
海
　
怜
子

灯
の
海
が
弥
生
満
月
支
え
を
り

 

遠
藤
　
聖
一
郎

渋
紙
の
鐘
馗
の
幟
五
月
尽

 

蓮
沼
　
喜
久
雄

な
ん
と
な
く
牡
丹
の
曇
り
の
空
模
様

 

鈴
木
　
隆
一
郎

見
下
ろ
す
よ
た
な
び
き
た
な
び
く
春
霞

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

く
ら
し
の
案
内
板
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北塩原村　内海一明

いつも安全にジオツアーをサポートして下さっている、運転手の内海さんにお願いして頂いたメッセージをお届けしました。

～ニッコウキスゲ～

裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　　☎32-2850

　今回紹介するお花は皆さんもよくご存じの「ニッコウキスゲ」です。
　「ニッコウキスゲ」という名前は日光に群生する葉がスゲに似た黄色い花と
いうところからきているようです。
　分布は中部以北の山地や亜高山の草地や湿原。草丈は50cm～80cmぐらい、
花びらの長さは7～8cmほどでラッパ状の黄色い花を3～10個つけます。ひとつ
の花は一日で終わってしまいますが、順番に咲くので長く楽しめます。
　村内では天然記念物に指定されている雄国沼湿原の群落があり、毎年6月下
旬～7月上旬にかけて湿原一面に黄色い花を咲かせ、私たちを楽しませてくれ
ます。この時期は多くの人が雄国沼を訪れ、写真を撮るためなど木道から下り

てしまう人がいますが、木道から下りたり、歩道を外れて歩いたりしないようにしましょう。
　湿原はとても長い年月をかけて、今の姿になりました。湿原を形成する泥炭層は1cmほど堆積するのに10年もかかるそ
うです。そこに生えるミズゴケは一度踏みつけると変色し、すぐに枯死してしまいます。湿原は他の自然よりも壊れやす
く回復しにくい貴重な自然です。
　一面に咲くニッコウキスゲが見られる、そんな裏磐梯の貴重な自然をいつまでも守っていけるといいですね。

ジオパークの見どころを、めぐる旅！
　５月１０日に、磐梯山ジオパーク協議会が主催した「磐梯山の水をめぐる」ツアーにバスの運転手として、参加しての感想です。
　北塩原村に生まれ６４年いままで、磐梯山についてさほど興味もなくいましたが、今まで数回参加して見て、磐梯山は風景だけでは
なく７０万年も前からの歴史そして、明治２１年の大爆発によって多くの犠牲者を伴って出来た桧原湖そ
して、大小の湖沼群又桧原湖の水利用を最大限に引き出した、先人の知恵の凄さに感銘を受けました。
　この文章だけでは先人の凄さは、伝わらないと思います。皆さんも、是非磐梯山ジオパークツアー
に参加して北塩原村そして、磐梯山の素晴らしさを再認識して見てはいかがでしょうか。

　日本全国5月10日は、密かに「地質の日」となっています。磐梯山ジオパークでは、ジオパークだからこそ味わえる“地域
の地質や地形”の見どころを巡って楽しめるジオツアーを今年も行いました。
　今年で3回目となる地質の日ジオツアーは、『磐梯山の水をめぐる― 水は二つの顔を持っている ―』を視点に当ててみま
した。磐梯山は北側と南側に多くの湖沼があることで有名ですが、こういった山は全国的に見てもめずらしいです。この湖
沼を訪ねる水のジオツアーを行いました。水は私たちに多くの恵みを与えてくれると同時に、様々な被害も与えるもので
す。水の二つの顔をこのジオツアーで感じていただきました。巡った主な湖沼は、桧原湖・秋元湖・猪苗代湖・長瀬川周辺で
す。案内は、磐梯山ジオパークの学術的な土台を築きあげてくださっている竹谷陽二郎氏(福島県立博物館)・小桧山六郎氏
(野口英世記念館)・佐藤公氏(噴火記念館)の方々でした。これを機に、ジオツアーをもっと身近にしていきたいと思います。

＜訂正＞先月号VOL.41の下段にある◆2014世界ジオパーク申請地域６地域とあるのは◆2014日本ジオパーク申請地域６地域の誤りです。
　　　　お詫びして訂正致します。

～ジオ・ツアーの紹介～


